
　

 

　
「贅沢は敵」と非難されたパーマネントは戦中も大流 各国の地中に広がる“ひきこもり”の豊穣な世界によ

行。店には大行列、防空壕にもパーマ機が持ち込まれ うこそ！　ひきこもり歴35年、「世界ひきこもり機構」

た。モンペは報国の象徴としてもてはやされつつ、当 （GHO）を創設した50代の著者がインターネットで海外

時から「不格好」「若い女性には無理」と公然と言わ のひきこもりやその支援者と対話。そこから見えてき

れていた。統制と近代化の狭間で社会問題となりなが たひきこもりの真実とは――。

ら髪形や服装にこだわった女性たちとその背景に迫る。

　

こじれてしまった色覚問題。「正常／異常」に線引き 神童と言われた兄ではなく、文学少年だったぼくが、

する色覚検査が復活したのはなぜ？　先天色覚異常の 医師を目指す。才能がない分、必死で学んだ。はじめ

当事者である科学作家が、専門家と目される眼科医、 ての解剖では人の多様性を身をもって知り、入念な予

色覚にかかわる研究者などを取材し、先端科学の色覚 習で挑んだはじめての手術は、予習のようにわかりや

観に迫る。 すいものではなかった。若い小児科医の成長を心あた

たまるユーモアとヒューマニズムで書くエッセイ。

　

あらすじを先に読んでおく、文章を楽しむ、多重人

格になってみる、違和感から読んでいく……。古今

東西のさまざまな名作小説を取り上げて、面白く読

む方法を伝授する。小説の読み方基礎講座も収録。
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